


※：平成27年に公表された国の研究によると、2030年の段階で65歳以上の高齢者の約20%が認知症になるものと推定されています。

★出典：東京都福祉局高齢者施策推進部在宅支援課「知って安心認知症（令和６年９月発行）」

認知症日常生活自立度Ⅰ 認知症日常生活自立度Ⅱ以上

出典：東京都福祉保健局「令和４年度認知症高齢者数等の分布調査報告書（令和５年３月）」

東京都の認知症高齢者数(将来推計)
　東京都全体で、認知症高齢者(自立度Ⅰ以上)は、令和４(2022)年に約49万人
おり、令和17年に約59万人になると推計されています。本区においても高齢者の
増加に伴い、認知症高齢者も増加することが予想されます。  
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出典：東京都福祉局高齢者施策推進部在宅支援課「知って安心認知症（令和６年９月発行）」



高齢者のことなら何でも相談できる窓口です（高齢者総合相談センター青戸　新美育子所長）
　高齢者総合相談センターは「高齢者のことなら何でも相談できる窓口」で、区内に14か所と身
近な場所にあります。認知症になっても介護が必要になっても、区民の皆さんがその人らしく安
心して暮らしていけるようサポートするのが私たちの役割です。
　高齢者総合相談センターでは、認知症予防（進行予防）に役立つ運動や交流の場の紹介、認知
症の診断・治療ができる医療機関の情報提供、接し方や介護方法、介護保険サービスについての
相談、認知症のある方や介護するご家族の方が交流・相談できる「オレンジカフェ」や「認知症
高齢者家族会」の開催、認知症を理解し地域の中で協力してくれる人を広げる「認知症サポー
ター養成講座」などを行っています。
　認知症に関わる悩み、ひとりで抱えていませんか？認知症は誰もがなり得る病気で、認知症に
なることは恥ずかしいことではありません。みんなで協力し合って「認知症になっても大丈夫だ
ね」と思えるような地域にしていきたいですね。

厚生労働科学研究「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」
（平成23年度～24年度　総合研究報告書　研究代表者　朝田  隆）を加工して作成
出典：東京都福祉局高齢者施策推進部在宅支援課「知って安心認知症（令和６年９月発行）」

その他

レビー小体型認知
症・パーキンソン病
による認知症

アルツハイマー型認知症

血管性認知症

67.6％19.5％
4.3％
8.6％

認知症の原因となる疾患の内訳には、「アルツハイマー型認知症」、「血管性認知
症」、「レビー小体型認知症・パーキンソン病による認知症」の３つがあり、もっ
とも多いのがアルツハイマー型認知症です。

前頭側頭型認知症、アルコール
関連障害による認知症
などによるもの



軽度認知障害と診断されても、放置せず早めに対応することで正常に戻ることもあり
ます。

※認知症介護研究･研修大府センター「若年性認知症支援ガイドブック ）版5訂改（」

54.4



認知症は早期のうちに発見すると、症状の進行
を遅らせたり、回復が可能なこともあります。

運動や食事等の生活習慣の改善を行うことも
大切です。

　相談

＊こんな支援サービスもあります



＊

＊

対象 ： 65歳以上のひとり暮らし、日中または夜間に1人になる方などひ
とり暮らしと同様の状況にある方、75歳以上の方のみで構成される世帯の方

内容：対象となる方が警察などに保護されたときに、靴など身に着け
るものに貼った「おでかけあんしんシール」を手掛かりに、24時間
対応のコールエンターを利用して身元や緊急連絡先を照会し、ご家
族等に連絡することで、早期の帰宅へつなげます。原則、個人賠償
責任保険に加入します。

 ： 象対 医師に認知症と診断されていて徘徊の恐れがある方（施設に入
所している人は除く）

＊40～64歳の方で特定疾病により介護認定を受けている方を含みます

ぐ

※受診させることが難しい方には、「もの忘れ訪問サポート(認知症初期集中支援チーム)」へ
　のご相談が可能です。詳しくはお近くの高齢者総合相談センター(☞ 27 ページ)まで。



認知症の人の気持ちを知るカード　

もの忘れ相談会

～わかっていてね、私の想い～

認知症の方への日頃の対応や声掛けの仕方を考えるカー
ドを作成しました。（はがきサイズ・35枚組）
認知症の方の気持ちを知り、その方に合わせた対応をす
ることで症状が改善されたり、進行が緩やかになったり
することがあります。
区役所で販売しています。（300円）

●

●

●
裏： 認知症の
 人の気持ち

表： 周囲から見えている
 認知症の人の様子

ひょっとして認知症かな？チェック
　葛飾区ホームページから、本人またはその家族が、もの忘れの状況を気軽に
チェックできます。以下のURL、もしくは二次元コードからご利用いただけます。
《URL》https://www.city.katsushika.lg.jp/kenkou/1000052/1028737/1017379.html
【区公式ホームページ（トップページ）➡健康・医療・福祉➡高齢者福祉➡認知症➡
ひょっとして認知症かな？チェック】

葛飾区　ひょっとして認知症かな？チェック

葛飾区の｢もの忘れ相談会｣「もの忘れ予防健診｣もご利用ください☞20～21ページ



をご案内



「回想法」は、昔を思い出して
みんなで語り合うことで楽し
く脳を活性化できると聞いた
ので、参加してきました。

オレンジカフェに行っ
てみました。もの忘れが
ある人もそうでない人
も気軽に参加できるの
で良かった。ボランティ
アでお手伝いしている
人もいるみたいですよ。



脳活ミュージック倶楽部など







難し
い い



家族が「認知症の人の
気持ちを知るカード」
を知ってから、大らか
に見守ってくれるよう
になりました。

）

家族が「認知症の人の
気持ちを知るカード」
を知ってから、大らか
に見守ってくれるよう
になりました。
（☞20ページ）

奥戸ローズガーデン









健美操（けんびそう）、通所型住民主体サービスなど
ふれあい銭湯、

オレンジカフェ（21ページ）、家族会（☞20ページ）、認知症サポーター（☞22ページ）、家族介護者ほっとあんしんダイヤル（☞28ページ）

もの忘れ訪問サポート



認知症の人の気持ちを知るカード　

もの忘れ相談会

～わかっていてね、私の想い～

認知症の方への日頃の対応や声掛けの仕方を考えるカー
ドを作成しました。（はがきサイズ・35枚組）
認知症の方の気持ちを知り、その方に合わせた対応をす
ることで症状が改善されたり、進行が緩やかになったり
することがあります。
カードは区のホームページで公開しています。また、
区役所で販売も行っています。(300円)

●

●

●

裏： 認知症の
 人の気持ち

表： 周囲から見えている
 認知症の人の様子





　相談

認知症は早期のうちに発見すると、症状の進行
を遅らせたり、回復が可能なこともあります。

運動や食事等の生活習慣の改善を行うことも
大切です。

成年後見制度や訪問援助事業のご相談は、葛飾区成年後見センターへご相談ください

＊こんな支援サービスもあります。
認知症などで判断能力が不十分であるが、成年後見制度を利用するほどではない方を対象に、社会
福祉協議会では訪問援助事業を行っています。これは、自宅等を訪問して見守りや福祉サービスの
利用の支援を基本サービスとして、必要に応じ日常的な金銭管理や郵便物の確認整理、重要な書類
等の預かりを行うサービスです。
ご利用には、利用者本人と社会福祉協議会との契約が必要で、利用時間に応じた利用料がかかります。
低所得の方等を対象とした利用料の減免制度があります。

● 成年後見制度は、認知症、知的障害、精神障害など
　 により判断能力が不十分な方を法律的に保護し、
　 支援するための公の制度です。
● 成年後見人等は、預金や不動産などの財産の
　 管理、福祉サービスの利用や入院などの手続
　 き、不利益な契約（悪徳商法による契約など）
　 の取り消しなどの支援を行います。
● 成年後見制度には、法定後見制度と任意後見制度の２つがあります。
　 ①法定後見制度
　 　すでに判断能力が不十分なため、自分自身で財産管理や法律行為を行うことが難
　　 しい場合に、家庭裁判所が、適任と思われる援助者（成年後見人等）を選任する
　　 制度です。
　 ②任意後見制度
　　 十分な判断能力があるうちに将来に備えて、「支援してほしい人」｢支援してほしい
　　 内容」を契約で決めておきます。判断能力が低下した時に契約に基づき、支援を受
　　 けることができる制度です。



＊

対象 ： 65歳以上のひとり暮らし、日中または夜間に一人になる方などひ
とり暮らしと同様の状況にある方、75歳以上の方のみで構成される世帯の方

内容：対象となる方が警察等に保護されたときに、靴等身に着けるもの
に貼った「おでかけあんしんシール」を手掛かりに、24時間対応のコー
ルセンターを利用して身元や緊急連絡先を照会し、ご家族等に連絡する
ことで、早期の帰宅へつなげます。また、認知症による徘徊に起困する
鉄道事故等を発生させ、ご家族が損害賠償責任を負うことになった場合
等に補償される「おでかけあんしん保険」に加入します。

  象：認知症による徘徊がある方対

＊40～64歳の方で特定疾病により介護認定を受けている方を含みます

ぐ

徘徊高齢者位置
探索サービス助成

　　　  65歳以上＊のひとり暮らし、高齢者のみの世帯、日中はひ
とり暮らしとなる方で、外出が困難で、食事の準備などが難しい方見守り

配食サービス

方を、民間事業者が実施するGPS等の機能を使って探すサービスを
利用する際に登録料（15,000円上限、登録料がない場合は１か月分
の月額利用料（１回限り））の9割を助成します。

対象： 65歳以上のひとり暮らし、高齢者のみの世帯、日中また
は夜間に一人になることのある高齢者の方
内容：自宅に専用通報機、火災感知器、ガス漏れ感知器、空間
センサーを設置します。緊急時、119番の代理通報などの対応
をしたり、人の動きを24時間以上感知しなかったときの安否確
認などを行います。
利用者負担：毎月、利用料の一部負担があります。

内容：民間事業者がドアセンサーや電球・電気ポット等の機器を
設置し、家族等がその使用状況で高齢者の日常生活を見守るサー
ビスに対して、初期設置費用（15,000円上限、初期設置費用がない
場合は１か月分の月額利用料（１回限り））の９割を助成します。



高齢者のことなら何でも相談できる窓口です（高齢者総合相談センター青戸　新美育子所長）
　高齢者総合相談センターは「高齢者のことなら何でも相談できる窓口」で、区内に14か所と身
近な場所にあります。認知症になっても介護が必要になっても、区民の皆さんがその人らしく安
心して暮らしていけるようサポートするのが私たちの役割です。
　高齢者総合相談センターでは、認知症予防（進行予防）に役立つ運動や交流の場の紹介、認知
症の診断・治療ができる医療機関の情報提供、接し方や介護方法、介護保険サービスについての
相談、認知症のある方や介護するご家族の方が交流・相談できる「オレンジカフェ」や「認知症
高齢者家族会」の開催、認知症を理解し地域の中で協力してくれる人を広げる「認知症サポー
ター養成講座」などを行っています。
　認知症に関わる悩み、ひとりで抱えていませんか？認知症は誰もがなり得る病気で、認知症に
なることは恥ずかしいことではありません。みんなで協力し合って「認知症になっても大丈夫だ
ね」と思えるような地域にしていきたいですね。

出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部在宅支援課「知って安心認知症（平成30年12月発行）」

「もの忘れ予防講演会」の
の動画など、葛飾区の認
知症事業については、右
の二次元コードからご覧
になれます。➡

認知症とともにかつしかでいつまでも　(認知症サポート医　赤畑正樹先生)
　認知症や軽度認知障害に、不安や戸惑いを感じておられる方もいらっしゃるかと思います。
認知症はどなたにも起こりうる身近な病気です。一方でその原因はさまざまで、症状の現れ
方や進行の速さ、治療への反応は人それぞれ異なります。だからこそ、医療機関で原因を調
べ、適切に対策することが大切です。治療や支援によって、進行を遅らせたり、生活の質を
高めたりすることも可能です。もの忘れがあっても、安心して暮らせる明るい毎日を一緒に
築いていきましょう。受診に不安がある場合は、ご家族や身近な方と一緒にご相談ください。
早期発見がより有効ですが、ご本人もご家族も、発症に気づきづらいことが少なくありませ
ん。このため葛飾区医師会では、区と連携して「もの忘れ予防健診」や「もの忘れ相談会」
を実施しています。ぜひご活用ください。
　また、地域の皆様には、認知症のある方を尊重し、関心と正しい理解をお持ちいただきま
すようお願いいたします。誰もがなる可能性がある病気ですから、互いに支え合う地域づく
りが、私たち自身の未来を守ることにもつながります。
　認知症になっても、安心して暮らせる地域へ。正しい理解と、温かな見守りの輪を広げて
いきましょう。



軽度認知障害と診断されても、放置せず早めに対応することで正常に戻ることもあり
ます。

※認知症介護研究･研修大府センター「若年性認知症支援ガイ ）版4訂改（」クッブド

54.4



16,871人
21,000人

※1：平成25年に公表された国の研究によると、65歳以上の高齢者の約15％が認知症だと推定されています
※2：第8期 飾区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

★出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部在宅支援課「知って安心認知症（平成30年12月発行）」

認知症日常生活自立度Ⅰ 認知症日常生活自立度Ⅱ以上
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必要ない契約などに気づいたら、すぐに葛飾区消費生活センターに相談し
ましょう。契約によっては、クーリング・オフが可能です。



出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部在宅支援課「知って安心認知症（平成30年12月発行）」

03-6662-7907 お花茶屋2-4-23  センターフィールドビル101　

4-33-2（にこわ新小岩内）



１～３

４～６

7

　内葛飾区地域包括ケア担当課　介護予防係

令和７年８月発行

飾区　福祉部　高齢者支援課　相談係

無断掲載禁止

介護予防事業について

介護に関する悩みや困りごとについて相談したい
看護師等の専門職が介護に関するお悩みやお困りごとのご相談に応じます
家族介護者ほっとあんしんダイヤル（年中無休　午前８時３０分～深夜０時）
☎0120-603-305（通話料無料）

東京東双泉会

葛飾区内の介護サービス事業者リストが区のホームページに公開されています

そのほかの高齢者福祉に関するお問い合わせ先

出典：東京都福祉局高齢者施策推進部在宅支援課「知って安心認知症（令和6年9月発行）」


